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シャンカラの世界征服1
─ Śan4karadigvijaya 第2章訳注─
堀　田　和　義
第 2章
2. 1　その後、慈悲の海であり、カーマ神 2 を焼いた者であるシヴァ 3 は、ケーララにある吉祥
なヴリシャ山を流れるプールナー川の清浄な岸辺に、自ら生じる〔光り輝く〕リンガ 4 として
現れたという。
2. 2　シヴァに促されたある優れた王 5 は、夢の中で繰り返しシヴァの力を目の当たりにした。
そして、非常に美しい寺院を建てさせて、その主を崇拝させるようになった。
2. 3　その寺院の近くには、広大で魅力的な「カーラティ」と呼ばれるバラモン集落があった。
敬虔な者の苦しみを取り除くかのシヴァ 6 の恩寵により、その場所には障害がなかった 7。
2. 4　この集落では、「ヴィディヤーディラージャ 8」という名でよく知られた、知性が堅固なあ
る賢者が輝きを放っていた。ヴリシャ山にいて降臨しようと望んでいたシヴァ 9 は、彼の息子
を自分の父親に選んだ。
2. 5　前世で積んだ善業により、ヴィディヤーディラージャには、優れたバラモンの威光を備え
た「シヴァグル」という名の息子が生まれた。知識に関してはシヴァ、弁舌に関してはグル
（＝ブリハスパティ）そのものである息子に、賢者 10 ヴィディヤーディラージャは意味通りの
名前を付けたのである。
2. 6　シヴァグルはブラフマチャーリンとして師の家に住み、師の職務を行い、規定された食物 11
を摂った。また、朝夕には祭火 12 に奉仕し、誓戒にもとづいて自らのヴェーダ 13 を学習した。
2. 7　祭式などの実践を結果とする〔ヴェーダの〕意味の理解は、考察なしでは生じない。〔そ
のため、〕シヴァグルはヴェーダを学習してから、それについて考察した。なぜならば、
ヴェーダは非常に理解し難いからである。
2. 8　ヴェーダを学習し、その意味を考察すると、弟子を愛する師はシヴァグルに言った。「お
前は私からヴェーダと 6 つの補助学 14 を学び、〔その意味を〕考察した。お前は多くの時間を
過ごした。
2. 9　お前は忠実な者であるが、もう家に帰りなさい。お前の親族もとても会いたがっているこ
とだろう。さあ、帰って、親族 15 を喜ばせてあげなさい。愛児よ、遅れてはならない。
2. 10　世において、賢者は午後になすべきことを午前中に行うべきである。同様に、世におい
て、明日なすべきことを今日中に行うべきであるというのが決まり事である 16。
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2. 11　世において、適切な時に蒔かれた種から穀物が実るのとは違って、不適切な時〔に蒔か
れた種から〕は実らないものだ。同様に、結婚などもそれに相応しい時に行われれば果報をも
たらすが、そうでなければ無意味なものとなってしまう。
2. 12　生まれてこの方、お前が結婚することを望んでいる父母は、過ぎ去った年を数えている
ではないか。最初は息子の入門式を、その後は結婚を心配するというのは、両親の性に他なら
ない。
2. 13　良家の両親たちは、良家の者たちとの結婚を求めるものだ。〔というのも、〕団子を供え
る者に子孫がいれば、以後も団子が失われないことを 17、彼らははっきりと認めている〔から
である〕。
2. 14　実に、この〔ヴェーダの〕考察は〔ヴェーダの〕意味の理解を結果としている。そして、
そのヴェーダの意味の理解も、種々多様な祭式の執行の原因である。したがって、結婚して妻
のいる者が祭式を執行する資格を得るというのは、ヴェーダを知る者たちの説くところであ
る。」
2. 15　〔シヴァグルは答えた。〕 「確かにそうです、師よ。〔しかし、〕師からヴェーダを学んだ者
が家長になり、他の生き方を選ばないという決まりはありません。欲望を離れ、識別知を備え
た者は、遊行という生き方を選び、そうでなければ家長になるというのが王道です。
2. 16　生涯にわたるブラフマチャーリンの生き方を受け入れ、私は、命ある限りあなたの近く
に住みます、長命な方よ 18。賢者よ、杖を持って皮を身にまとい 19、恭しく祭火に供物を捧
げ、ヴェーダを唱えて、学んだことを忘れないようにしたいと思います。
2. 17　この結婚というものは、それをして享楽の領域に達するまでは幸福をもたらしますが、
後に段々と味気ないものになります。偉大な方よ、どうしてあなたは享楽の領域〔の不都合な
部分〕を覆い隠すのですか。
2. 18　祭式も規定に従って実行すれば天界という果報をもたらしますが、概して、その正しい
実行が地上では困難なのです。なぜならば、もし祭式に雨などのような果報がないならば、運
命により以前に述べたようなものが欠けてしまい、果報が僅かなものとなってしまうからで
す。
2. 19　もし家長が文無しになったならば、僅かばかり食べることも与えることもできず、満た
されていても満たされていると思えなくなり、迷妄ゆえにそれぞれの対象にある幸福を決して
認めない彼は、必ずや地獄に堕ちるでしょう。
2. 20　したがって、善き方よ、親類たち 20 が満足している間も、家を支える物に関する不安が
絶えずあります。一箇所に集めている間に、以前にあった物はなくなり、その集めた物もなく
なって再び他の災難に遭うものです 21。」
2. 21　〔シヴァ〕グルがこのように答えると、家長である彼の父親が息子を自分の家に連れて帰
るために、ここにやって来た。父親は師に繰り返し敬意を表し、多額の報酬を支払うと、学問
を修めた息子を注意深く家に連れて帰った。
2. 22　シヴァグルは家に帰ると、母親に敬礼した。母親は息子を抱き締めると、息子との別離
から生じた苦しみを解消した。息子の身体を抱き締めることというのは、概して、白檀の液体
よりも清涼なものである。
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2. 23　その後で、シヴァグルが長い時を経て師の家から帰ってきたのを耳にすると、一刻も早
く会うために彼の親族がやって来た。シヴァグルも〔自らの〕財産と家柄に見合った歓迎など
により、親族に敬意を表した。
2. 24　ヴェーダの語〔ごとに区切る〕読み、順読み、順逆読み 22 などに関するシヴァグルの知
識を認めると、彼の父親は何度も質問をした。父親の「ヴィディヤーディラージャ（諸学の
王）」という名は意味に合致しており、地上において知れ渡っていた。
2. 25　息子の知識を知るために、父親はクマーリラの見解 23、プラバーカラ 24 の見解、カナーダ 25
の見解などに関する質問をした。父親に問われると、息子 26 もまず父親に敬礼し、顔に笑み
をたたえ、僅かに花開いた蓮 27 のような口で答えた。
2. 26　ヴェーダと論書に関する理解力を認め、問答などにも巧みなことを見てとると、シヴァ
グルの父親は非常に満足した。もともと心地よい言葉が、論書によってさらに心地よいものに
なったのは言うまでもない。
2. 27　美質という縄に引き寄せられ、多くのバラモンたちが娘を与えようとしてシヴァグルの
家に赴いた。結婚適齢期よりも前であったが、彼の家は結婚を望む者たちとの繋がりを持って
いたという。 
2. 28　娘を与えようとするその土地の者には、莫大な財産を与える者も数多くいた。それでも、
その力が広く知れ渡ったバラモンの中の最上者ヴィディヤーディラージャは、息子のために、
優れた生まれを吟味したうえで、優れた家柄に生まれたバラモンに娘を乞うた。
2. 29　娘の父親と婿の父親は、莫大な財産を持つ、家柄の良い者たちであり、彼らの間には次
のような意見の相違があった。「あなたは〔私の〕家に来て〔息子の〕結婚式を行うべきであ
る。」「娘を〔私の〕家に連れて来て息子に与えるべきである。」
2. 30　「私の家に来てこの結婚式を行うならば、予定しているものの 2 倍の財産を与えよう。」
「バラモンよ、もし娘が私の家に来るならば、財産なしで息子と結婚させよう。」
2. 31　すると、ある助言者がその娘の父親を密かに 28 呼んで言った。「我々が家に帰ったら、他
の者が別れさせて、この息子に娘を与えてしまうかもしれない。」
2. 32　その助言者に説得されて、娘の父親であるバラモンは、婿の父親の言い分を受け入れた。
婿の美貌に魅了されたからでもあり、また、目に見える美質が選ぶに相応しいものだったから
でもある。それはあたかも、低唱することで長いあいだ繰り返したマントラが選ぶに相応しい
ようなものであった。
2. 33　ヴィディヤーディラージャとマガパンディタ（＝娘の父親）は、適切な時刻に神に礼拝
した後、合意事項を列挙した。そして「占星術師を吟味すべきである」と互いに言い合った。
2. 34　教典の規定によって決められた時刻に結婚させると、二人の父親は望みのものを手に入
れて、大きな喜びを得た。そこにやって来た親族一同も大変喜んだ。多くを語って何になるだ
ろうか。誰もが喜んだのである。
2. 35　その夫婦は歯並びが良く、美しい衣を身にまとい、装身具で美しく飾られ、その顔は花
開いた蓮 29 のように魅力的であった。そして、恥じらいを伴った笑顔を見て互いに喜び、あ
たかも神の夫婦のように、いつでも無上の幸福を手に入れた。
2. 36　その後で、バラモンの主シヴァグルは、それぞれの果報をもたらす、後続する大きな祭
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式群を実行するために、〔各祭式の意義の〕詳細に通じた者たちとともに祭火を設置した。な
ぜならば、周知のように、祭火 30 を設置していない者は、その後に命じられている祭式の資
格も持たないことになってしまうからである。
2. 37　シヴァグルは諸世界を勝ち取るために、多くの財産によって実現される多様な祭式を実
行した。その祭式を求める神々は、日ごとに祭式の分け前に与ることで、不死の甘露のことを
忘れた。
2. 38　シヴァグルは望ましいそれぞれの物によって祖霊、神々、人間たちを満足させた。優れ
た財産を持つ賢者たちは彼を敬い、人々は彼を動く如意樹と見なした。
2. 39　偉大なシヴァグルは、日々、人助けの誓戒を守り、誓戒に従ってヴェーダを唱えていた。
天啓聖典と伝承聖典に説かれた行為を実行している間に、日と月を合わせた年 31 が過ぎた。
2. 40　彼は、美貌に関してはカーマ神 32、寛容さに関しては大地のようであり、知識に関しては
至上で、富裕者たちの筆頭であった。それでも、驕ることはなく、礼儀正しく、いつも腰が低
かったが、老いても息子の顔を見ることができなかった。
2. 41　牛、黄金、多くの穀物が実った大地、素晴らしい敷地に建つ住宅、尊敬、親族との交際。
これら多くのものも息子のいないシヴァグルを魅了することはなかった。
2. 42　「今年、私に息子が生まれなかったら、来年は必ず生まれるだろう。来年も生まれなかっ
たら、再来年は生まれるだろう 33。」心の中でこのように考えながら、彼は時間を過ごした。
2. 43　苦しい心持ちでなすべきことの残りを終えると、シヴァグルは妻に言った。「幸いなる女
よ、これから何をすべきだろうか。私たちの感官の力を備えた歳も半ばを過ぎたが、人々がこ
の世の幸せだと言う息子の顔を見ていない、良家の女よ。
2. 44　愛しい女よ、このように私たちが息子を見ることができれば、たとえ死んでも幸せにな
ることができる。息子に会える方法を日夜考えているが、地上では見つからない。それゆえ、
私が父から生まれたことは無意味なものとなってしまった。
2. 45　幸いなる女よ、息子のいない私たちのことを、地上で誰が口にするだろうか。息子や孫
が途切れることなく続くことによって、世間における名声が得られるのである。新芽の季節に
実った木を差し置いて、人々が花も果実もない木を話題にすることはない。」
2. 46　このように言われると、シヴァグルの妻は答えた。「『シヴァ』と呼ばれる動く 34 如意樹
に御すがりしましょう。良き夫よ、その御方にお仕えすることにより、シヴァに由来する確か
な果報が私たちに生じるでしょう。
2. 47　それゆえに、すべての目的が成就するように、信者の望んだ物をもたらす如意樹である
シヴァ 35 神を崇拝しましょう。それに関しては、ウパマンユの栄光が最高の根拠です 36。愚か
さは神々ではなく、人間の側にあるのです。」
2. 48　妻のこのような至上の言葉を耳にすると、息子を求めるシヴァグルは、敬礼する者たち
だけに従順で、半月を頭に戴き、ウマーを伴った主シヴァを苦行によって満足させようと望ん
だ。
2. 49　彼の家の近くには 1 本の川があったという。シヴァグルはその川の水で沐浴をした後、
最初の何日かは球根を食してシヴァ 37 を崇拝し、その後は〔球根なども断って〕シヴァの蓮 38
のような一対の足に群がる蜜蜂となった。
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2. 50　夫シヴァグルの清浄な妻も、ヴリシャの地に住んでいる不生なるシヴァを絶えず崇拝し、
自制による苦痛で身を窶した。このように 2 人が苦行を行じている間に多くの時間が流れた。
2. 51　〔ある時、〕憐れみ深いシヴァ神がバラモンの姿をとって、眠り込んだシヴァグルの目の
前に現れて言った。「おお、お前は何を望んでいるのか。なぜ苦行をしているのか。」バラモン
のシヴァグルは「息子が欲しいのです」と答えた。
2. 52　すると、シヴァ神も彼に尋ねた。「バラモンよ、〔私の言葉を〕真実であると知りなさい。
たった 1 人であるけれども一切知者で、あらゆる美質を備えた息子か、正反対で、美質に乏し
いが、長命なたくさんの息子をお前に授けよう。」 〔このように言われると、〕バラモンの主シ
ヴァグルは答えた。
2. 53　「多くの美質を備え、その威厳をもって知られ、一切知を備えた息子が私に授かりますよ
うに。」このように言われて、シヴァは答えた。「述べられたような美質を備えた息子を授けよ
う。苦行はやめなさい。あなた〔の願望〕は満たされるだろう。バラモンよ、妻と一緒に家に
帰りなさい。」
2. 54　以上のことを聞くと、最高のバラモンであるシヴァグルは目が覚めた。そして、心に非
の打ち所のない彼は、自分の妻にその夢のことを話した。すると、宝石のような女である彼の
妻は「きっと、私たちに偉大な息子が授かるでしょう」と言った。
2. 55　シヴァに専心するその夫婦は自制し、夢で見たことを念じながら家に帰ると、多くの報
酬と食べ物によってバラモンたちを満足させた。そして、彼らが述べた祝福により、清浄な夫
婦はとても喜んだ。
2. 56　その日、シヴァグルが食べている食べ物の中に、シヴァの威光が入ったという。食事を
終えたバラモンの言葉に従い、シヴァグルと自らの夫の蓮のような足に群がる蜜蜂である妻は
〔シヴァの威光が入った、バラモンの〕食べ残しを食べた。
2. 57　雌鹿のような目をした妻は、シヴァの宿った胎児を身籠り、胎児も徐々に成長した。〔彼
女の〕身体は威光が強すぎて、誰もが目を向けることを妨げられてしまった。それはあたか
も、真昼の太陽の強い輝きのようであった。
2. 58　シヴァを身籠り、胎児〔の重み〕により不精になった尊い婦人は、歩みが少し鈍くなっ
た。しかし、これは驚くべきことではない。なぜならば、シヴァは 14 の世界 39 すべてを担っ
ており、地、水など 40 の形態も備えているからである。
2. 59　シヴァは全身を隈なく満たしていたけれども、この身体にいかなる動揺も表さなかった。
というのも、彼女の身体がすでに克服し難い威光によって満たされていたからである。
2. 60　美しく、香りの良い花でさえも、重さゆえに、彼女に欲望を起こさせることができな
かった。ましてや、装身具は言うまでもない。彼女は、どんな物であれ、重さのある物を身に
つけるのが億劫になった。
2. 61　妊婦の異常嗜好は彼女をひどく苦しめた。悪しきシャラーリ鳥が、概して、他の物を捨
てても、手放さないことはよく知られている。彼女も手に入れた得難い物を捨てては他の物を
求め、それも捨てては、再び他の物を求めた。
2. 62　妊婦の異常嗜好に苦しんでいることを聞くと、得難く、値を付けられないような、新奇
な物を持って、親族が彼女のもとにやって来た。親族の者からもらった物を享受して、彼女は
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喜び、「ああ、なんと、妊娠というのは実に苦しみの原因であることだ」〔と言った 41〕。
2. 63　以上のことを、私は人間という生まれの作法に従って言っているのである。〔なぜなら
ば、〕シヴァの威光を身籠っても、婦人にはいかなる苦痛もなかったからである。「あらゆる苦
しみとの接触を避けようと望む者たちは神を崇拝する」というのが真実を知る者たちの説くと
ころである。
2. 64　彼女は眠りに落ちると、生まれながらに白く、非常に大きな牡牛に運ばれている自分を
目にした。夢の中では、歌に巧みなガンダルヴァらを伴ったヴィディヤーダラなどが恭しく近
づいてきて、彼女を称えていた。
2. 65　彼女が贈り物を授けていると、「栄光あれ、栄光あれ」「助けて下さい」「私に目を向けて
下さい」という声が聞こえた。その声を聞いて驚いた彼女は目を覚まし、あたりを見回した
が、発せられた声を再び聞くことはなかったという 42。
2. 66　彼女は、輝かしい寝台にあがっていても冗談を言っていても疲れていたが、〔夢の中で〕
喜んで他の者たち 43 を打ち負かし、非常に心に適った知識を備えたサラスヴァティーの獅子
座に〔自分が〕座っているのを目にした。
2. 67　行いの良い者たちは、〔感官の〕対象への働きかけに無関心であり、欲望を離れている。
その婦人の振る舞いも、胎内にいる息子の素晴らしい行いを示すものであった。
2. 68　彼女の〔臍の上の〕毛の筋 44 は、輝きを放っていた。それはあたかも、乳房という山を
覆っている光の川の広大なシャイヴァラ草の連なりのようでもあり、この子供のために創造主
が丹精込めて配置した、優れた新しい竹〔の杖〕のようでもあった。
2. 69　ブラフマン 45 は、彼女の一対の乳房を装って、授乳に適しており、新鮮な甘露で満たさ
れた 2 つの水瓶を創造した。
2. 70　水瓶のような 2 つの乳房の間には二元論があり、一方、腰には中観思想があった 46。宝石
のような乙女の胎内にいるその子供は、偉大な者たちに非難されるそれらの思想を直ちに非難
した。
2. 71　吉祥な惑星を備えた吉祥な時で、吉祥な座と出会い、太陽と火星 47、土星 48 がその最高位
に位置し、木星が〔1、4、7、10 番目の〕星宿に位置する時に、シヴァグルの高潔な 49 妻は安
楽な状態で息子を産んだ。それはあたかも、尊敬すべきパールヴァティーがスカンダ 50 を産
んだかのようであった。
2. 72　息子を目にすると、シヴァグルは幸福の海に沈んでいたけれども、力の限り水の中に
潜った。そして、〔息子の〕誕生に関して述べられた祭式を実行するために、牡牛のようなバ
ラモンたちに多くの財産、土地、牛を布施した。
2. 73　鹿、象王、虎、ライオン、蛇、鼠などの多くの生き物の群れは憎しみ合っていたけれど
も、その日は憎しみを捨てて、大いに喜んでともに行動し、素直に体を擦り付け合って痒みを
取り除いた。
2. 74　木々や蔓草は多くの花や果実を落とし、まったく同様に、すべての川の水が澄み渡った。
雲 51 も突如として雨 52 を降らし、山々 53 からも突如として水が流れ出した。
2. 75　不二一元論者とは反対の見解に依拠する者たちの手先にあった優れた本も、突如として、
ことごとく落ちた。ウパニシャッド 54 は微笑み、尊敬すべきヴィヤーサの心という蓮は花開
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いた。
2. 76　その時、すべての方角が完全に明るくなり、稀有で、神々しい香りの風が吹いた。また、
右回りの光り輝く炎を備えた火も燃え上がった。
2. 77　その時、神々の群れに促されて、花の雨が降るという奇跡が起こった。その雨は非常に
魅力的な香りであり、あたかも善き人々の優れた心のように無垢であり、幸福をもたらすもの
であった。
2. 78　三界が世界の目である太陽によって輝くように、大地がスメール山 55 によって、知識が
謙虚さによって輝くように、その高潔な 56 婦人は、高名な王たちと同様の威光を備えた息子
によって輝いていた。
2. 79　指名を受けた、諸事に相応しい時を知るバラモンたちは、息子の誕生を目にすると、恭
しく言った。「彼は一切知者になるでしょう。そして、独立の 57 論書を著し、言葉の主たち 58
をも打ち負かすでしょう。
2. 80　大地がある限り、彼は自らの名声を大地に広めるでしょう。多くを語って何になるで
しょうか。この子は完全です。」しかし、シヴァグルは寿命については尋ねることなく、また
バラモンたちも語らなかった。概して、吉兆を知る者というのは、たとえ知っていても不吉な
ことは語らないものである。
2. 81　その後、彼の父方の親類、親族、友人、好ましい人の婦人たちが贈り物を持って、産小
屋に入って来た。彼女たちは蓮のような顔の子供をあらゆる方向から見て、とても喜んだ。そ
れはあたかも、人々が夏に月を見て喜んだかのようであった。
2. 82　その産小屋は灯火がなかったけれども、その子供の威光によって夜でも輝いて見えた。
彼の小屋には灯火がないのに闇がなかったことは、すべての人たちに驚異の念を引き起こし
た。
2. 83　その子供は見ている者たちに大きな幸福をもたらすがゆえに、彼の父親は「シャンカラ
（幸福をもたらす者）」という名前を付けたという。あるいは、長い時を経て、シャンカラ（＝
シヴァ）の恩寵によって生まれたがゆえに、「シャンカラ」という名前を付けたという。
2. 84　その子供は一切を知っており、あらゆる能力を備えていたけれども、人間という生まれ
〔の作法〕に従って、子供らしく振る舞った。そして、徐々に笑うようになり、次第に、進む
ために蓮 59 のような両足で這うことができるようになった。
2. 85　その子供が寝台で眠っていると、善き人々の心は喜びに満たされ、最上の宝石 60 を見て
いると、あろうことか、賢者たちの顔は青ざめたという 61。
2. 86　また、彼は、美しい寝床を備えた優れた寝台を両足で優しく蹴って、なんと、二元論者
たちの王の願望の塊を、すばやく百に粉砕した。
2. 87　この子供が 2、3 の字音を口にすると、二元論者たちの最上者は黙り込んだ。そして、彼
が蓮 62 のような両足で嬉し気に歩むと、彼らは慌てて十方へ逃げ出した。
2. 88　その子供は言葉を発し、その後まもなく歩くようになった。その両者のうちの前者に
よってコーキラ鳥 63 たちが、後者によりハンサ鳥 64 が狼狽した 65。
2. 89　月のようなその子供は、ゆっくりゆっくりと歩んだ。その歩みの美しさにより、大地は新
鮮な珊瑚の木の新芽で覆われ、サフラン 66 の花粉によって赤く染められたかのようであった。
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2. 90　頭頂部には月 67 の印、額には目の印、両肩には三叉戟、身体には水晶と同じ色があり、
賢者たちは彼をシヴァ 68 と見なした。
2. 91　政略論に精通した王にとっての王権の栄光、悪徳を離れた賢者にとっての学識、秋の月 69
にとっての輝きのように、彼の身体は両親の満足とともに成長した。
2. 92　彼の輝かしい身体は、胸のナーガ、足の払子、頭の三日月、両手の円盤、棍棒、弓、鼓、
頭頂部の三叉戟によって類まれなものであった。そこにいる人々は、瞬きしない目で観察する
と、線で印付けられた絵であると思った。
2. 93　〔サナカ仙らの〕最初の創造が終わると、悪い帰趨へと向かう道が確立し、天界へ行くこ
とは困難になり、解脱へ達することも非常に困難になった。また、生類 70 の群れは本性的に
汚れたものとなり、宇宙創造者のすべての世界に災難が起こった。そのような時に、彼の身体
を借りてシヴァ 71 が大地に降臨したのであった。
尊敬すべきマーダヴァの『シャンカラの勝利』集成のシャンカラの降臨物語を説く第 2 章終わり。
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  　Mādhavīya Śrīmacchankaradigvijayah
4
. Editor Unknown. Akhilabhārataśan4karasevāsamiti, 1972.
 2　身体のない者（anan4ga）
 3　偉大なる主（maheśa）
 4　Advaitarājyalaks
4
mī は、svayam
4
bhūlin4ga を jyotirlin4ga と言い換えており、Monier Williams の Sanskrit-
English Dictionary にも、svayam
4
bhūlin4ga ＝ jyotirlin4ga との記述が見られる。シヴァを象徴するリンガ
はインド各地に見られるが、それらの中でも、12 の光り輝くリンガ（jyotirlin4ga）は重要なものとされて
いる。
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  　12 の jyotirlin4ga に関する記述は、Śivamahāpurān
4
a に見られるが、そのうちの 2 番目の Śrīmalli­
kārjuna はシュリー山（Śrīgiri）のクリシュナー川（Krsn
4 4 4
ānadī）の岸にあり、シュリー山がヴリシャ山
（Vrs
4 4
agiri）、クリシュナー川がプールナー川（Pūrn
4
ānadī）に相当するとされる。avatārāñ chrn
4 4
u vi­
bhor dvādaśapramitān parān/ jyotirlin4gasvarūpān vai nānotikārakān mune/ saurāst
4 4
re somanāthaś ca 
śrīśaile mallikārjunah
4
/ ujyayinyām
4
 mahākāla om
4
kāre cāmareśvarah
4
// kedāro himavatprst
4 4 4
he 
d
4
ākinyām
4
 bhīmaśam
4
karah
4
/ vārān
4
asyām
4
 ca viśveśas tryambako gautamītat
4
e// vaidyanāthaś 
citābhūmau nāgeśo dārukāvane/ setubandhe ca rāmeśo ghuśmeśaś ca śivālaye// avatāradvādaśakam 
etac chambhoh
4
 parātmanah
4
/ sarvānandakaram
4
 pum
4
sān darśanāt sparśanān mune// Śivamahāpurān
4
a, 
Śatarudrasam
4
hitā 42. 1-5.（The Śiva Mahāpurān
4
a. Editor Unknown. Delhi: Nag Publishers, 1981）
 5　Advaitarājyalaks
4
mī、および Upādhyāya 1967 は、rājaśekhara という語を人名と解する。しかし、
kaścana という限定要素がある点を考慮して、ここでは「優れた王（lit. 王の中の最上者）」という一般
名詞と解釈した。
 6　自在なる者（īśvara）
 7　Advaitarājyalaks
4
mī によれ ば、障 害（īti）には、多 雨（ativrst
4 4 4
i）、寡 雨（anāvrst
4 4 4
i）、鼠（mūs
4
ika）、蝗
（śalabha）、鸚鵡（śuka）、近くにいる王（atyāsanna-rājan、王が近くにいること）という6 種類があるとされ
る。ītayas tu/ ativrst
4 4 4
ir anāvrst
4 4 4
ir mūs
4
ikāh
4
 śalabhāh
4
 śukāh
4
/ atyāsannāś ca rājānah
4
 s
4
ad
4
 etā ītayah
4
 smr
4
tāh
4
/ 
Advaitarājyalaks
4
mī on ŚDV 2. 3.
 8　「諸学の王」の意。
 9　ルドラ（rudra）
10　字音に関する知識を獲得した者（labdhavarn
4
a）
11　Advaitarājyalaks
4
mī によれば、乞食によって得られた食べ物を指す。vihitam
4
 bhiks
4
ayā labdham
4
 gurave 
niveditam annam
4
 bhoktum
4
 śīlam asyāstīti/ Advaitarājyalaks
4
mī on ŚDV 2. 6.
12　供物を食べる者（hutāśa）
13　D
4
ind
4 4
ima によれば、タイッティリーヤ・シャーカーと呼ばれる、主要なヤジュル・ヴェーダを指す。ni­
jam
4
 vedam
4
 taittirīyaśākhākhyam
4
 mukhyam
4
 yajurvedam/ D
4
ind
4 4
ima on ŚDV 2. 6.
14　音声学（śiks
4
ā）、祭事学（kalpa）、文法学（vyākaran
4
a）、韻律学（chandas）、暦学（jyotis）、語源学
（nirukta）の 6 つ。s
4
ad
4
bhih
4
 śiks
4
ākalpavyākaran
4
acchandojyotirniruktasam
4
jñair an4gaih
4
 sahitah
4
 sarvo 
vedah
4
/ Advaitarājyalaks
4
mī on ŚDV 2. 8.
15　D
4
ind
4 4
ima は kadācitsvajanapramodam を一語とし、kadācitsvajana を「時に親族のように愛情を注ぐ者」
と解する。kadācitsvetyādy ekam
4
 padam/ tathā ca kadācit kasmim
4
ścid vyavahāraprasan4ge yah
4
 sva­
janah
4
 sam
4
bandhijanavat premaśīlo ’nyatra tūdāsīnas tasya yah
4
 pramodas tam api vidhehīti sam
4
ba­
ndhah
4
/ D
4
ind
4 4
ima on ŚDV 2. 9.
16　同様の内容は、『マハーバーラタ』の次の詩節にも見られる。śvah
4
 kāryam adya kurvīta pūrvāhn
4
e 
cāparāhn
4
ikam/ na hi pratīks
4
ate mr
4
tyuh
4
 kr
4
tam
4
 vāsya na vā kr
4
tam/ ko hi jānāti kasyādya mr
4
tyusenā 
niveks
4
yate// Mahābhārata 12. 169. 14.（The Mahābhārata Vol. III. Poona: The Bhandarkar Oriental 
Research Institute, 1974）
17　子孫を残すことにより、祖霊に対して継続的に団子を捧げることは、ヒンドゥー教において非常に重要
とされる。祖霊祭に関する手続きについては、例えば『マヌ法典』3. 122 以下を、また当該箇所の和訳
は、渡瀬 2013、p.104 以下を参照。
18　Advaitarājyalaks
4
mī では、この cirāyus という語を主語である「私（aham）＝シヴァグル」を限定する
語と解しているようであるが、ここでは師に対する呼びかけと解釈した。
19　いずれもブラフマチャーリンの道具。杖に関しては、例えば、『マヌ法典』2. 45、皮に関しては 2. 41 な
どに規定されている。当該箇所の和訳は、渡瀬 2013、p.52、および p.51 を参照。
20　Advaitarājyalaks
4
mī は、第 2 解釈として家長を指すという解釈を提示する。amīs
4
ām
4
 gr
4
hasthānām iti 
vā/ Advaitarājyalaks
4
mī on ŚDV 2. 20.
21　D
4
ind
4 4
ima の解釈は大きく異なっており、それに従うならば次のような訳になる。「善き方よ、家を支え
る物がある間、この者たちが満足していても、その後には絶えず軽率さがあります。一箇所に集めてい
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る間に、以前にあった物はなくなり、その苦しみがなくなっても、再び別の望ましくないものと結び付
くものです。」
22　いずれも伝統的なヴェーダの朗誦法の名前。それぞれについては、フィリオザ 2006、 p.19 以下を参照。
23　バッタの見解（bhātt
44
a-naya）
24　グル（guru）
25　穀粒を食べる者（kan
4
abhuj）
26　弟子（śis
4
ya）
27　水から生じるもの（ambuja）
28　Advaitarājyalaks
4
mī の第 2 解釈と同様に解釈する。第 1 解釈では「我々が家に帰ったら、他の者がお互
いを別れさせて、この息子に娘を与えてしまうかもしれない」というように、mithas を vigr
4
hya に掛け
て解するが、位置的にはやや困難かと思われる。
29　水から生じるもの（ambuja）
30　供物を運ぶ者（havyavāha）
31　D
4
ind
4 4
ima では、日（dina）を 15、月（māsa）を 12 とし、その両者を合わせた 27（15 ＋ 12）年と解す
る。dināni pañcadaśa māsā dvādaśa taih
4
 sam
4
mitāh
4
 saptavim
4
śatisam
4
khyākā ity arthah
4
/ D
4
ind
4 4
ima on 
ŚDV 2. 39.
32　マーラ（māra）
33　Advaitarājyalaks
4
mī は śarad を「秋」という意味と考え、それぞれ「雨季 → 秋 → 冬」というように解
しているが、ここでは D
4
ind
4 4
ima のように「年」という意味で解釈する。asyām
4
 śarady asmin vars
4
a ity 
arthah
4
/ D
4
ind
4 4
ima on ŚDV 2. 42.
34　位置的には、Dvivedī 2012 のように phalam に掛けて、息子を指すとも考えられる。しかし、ここでは、
Advaitarājyalaks
4
mī の 解 釈、 お よ び 2. 38 に 見 ら れ る jan4gamakalpapādapam と い う 表 現 に 従 い、
śivākhyakalpadrumam に掛けて解釈した。
35　幸福〔をもたらす者〕（ka）
36　ウパマンユがシヴァを崇拝した果報として乳海を授けられたというエピソードは、Mahābhārata 
13. 14. 75（The Mahābhārata Vol. IV. Poona: The Bhandarkar Oriental Research Institute, 1975）以下、
および Śivamahāpurān
4
a の Vāyavīyasam
4
hitā 前半部第 34-35 章等を参照。
37　サダーシヴァ（sadāśiva）
38　水から生じるもの（abja）
39　 パ ー タ ー ラ 界（pātāla）、 マ ハ ー タ ラ 界（mahātala）、 タ ラ ー タ ラ 界（talātala）、 ラ サ ー タ ラ 界
（rasātala）、スタラ界（sutala）、ヴィタラ界（vitala）、ブータラ界（bhūtala）、ブール界（bhūr）、ブ
ヴ ァ ス 界（bhuvas）、 ス ヴ ァ ル 界（svar）、 マ ハ ル 界（mahar）、 ジ ャ ナ ス 界（janas）、 タ パ ス 界
（tapas）、サティヤ界（satya）の 14 の世界を指す。katham
4
bhūtam
4
 śivam
4
 yah
4
 pātālamahātalatalātala­
rasātalasutalavitalabhūtalabhūrbhuvah
4
svarmaharjanastapah
4
satyākhyāni caturdaśāpi bhuvanāni bi­
bhr
4
te/ Advaitarājyalaks
4
mī on ŚDV 2. 58.
40　地（ks
4
iti）、火（hutavaha）、アートマン（ks
4
etrajña）、水（ambhas）、風（prabhañjana）、月（candramas）、
太陽（tapana）、虚空（viyat）の 8 種を指す。tad uktam/ “ks
4
itihutavahaks
4
etrajñāmbhah
4
prabhañjana­
candramastapanaviyad ity ast
4 4
au mūrtīr namo bhava bibhrate” iti// Advaitarājyalaks
4
mī on ŚDV 2. 58. 
これら 8 つの形態は，Śakuntalā 冒頭の祈禱文にも見られる．yā srast
4 4
uh
4
 srst
4 4 4
ir ādyā vahati vidhihutam
4
 
yā havir yā ca hotrī, ye dve kālam
4
 vidhattah
4
 śrutivis
4
ayagun
4
ā yā sthitā vyāpya viśvam/ yām āhuh
4
 
sarvabījaprakr
4
tir iti yayā prān
4
inah
4
 prān
4
avantah
4
, pratyaks
4
ābhih
4
 prasannas tanubhir avatu vas tābhir 
ast
4 4
ābhir īśah
4
// Abhijñāna-Sakuntalam of Kālidāsa, p.3（Ed. Ramanath Jha. Mithilāvidyāpīt
4
ha 
Granthamālā Prācīnācāryagranthāvalī 6. Darbhanga: Mithila Institute of Post-Graduate Studies and 
Research in Sanskrit Learning, 1957）「現に見ゆる八つのみ姿─創造主が太初の創造（水）、掟たがえず
献げたる供物を空に運ぶもの（火）、祭祀ただしく司るもの（祭官）、時の巡り定むる二つのもの（日
月）、万有に遍満し響を伝うるもの（精気）、人呼びて一切の種子の胎となすもの（地）、これありて生
類の息吹きし得るもの（空気・風）─この八相もて自在天（主神シヴァ）のおんみらを、恵みも深く守
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り給わんことを。」（和訳は辻 1977、p.11 による）
41　Advaitarājyalaks
4
mī に従って補った。
42　Advaitarājyalaks
4
mī では、na を utthitavatī という語に掛けるもう 1 つの解釈が示されている。それに
従って訳すならば、「その声を聞いても彼女は目覚めることなく、驚いてあたりを見回すと、発せられ
た声が再び聞こえたという」となる。ākarn
4
ya notthavatīti vā sam
4
bandhah
4
/ Advaitarājyalaks
4
mī on 
ŚDV 2. 65.
43　D
4
ind
4 4
ima によれば、ミーマーンサー学徒をはじめとする、あらゆる bhedavādin を指す。anyān 
mīmām
4
sakādyakhilabhedavādina ity arthah
4
/ D
4
ind
4 4
ima on ŚDV 2. 66.
44　原語は romavallī。ここでは、romālī、もしくは romāvalī の意味に解釈した。
45　水から生じるもの（＝蓮）を母胎とする者（ambhojayoni）
46　水瓶のように大きな乳房の間ということは、実際にはほとんど空間がなく、二元論には存在の余地がないこと
を示唆している。細い腰というのも同様であり、中観思想に存在の余地がないことを示していると考えられる。
bhedavādaśūnyamatayoh
4
 pratis
4
edhāya garbhagen
4
ārbhen
4
a stanayor abhedasya tanmadhyagatā­
vakāśābhāvasya ca sam
4
pādanam iti phalotpreks
4
ā/ Advaitarājyalaks
4
mī on ŚDV 2. 70; garhayāmāsa 
kucadvandvapīnatāsam
4
pādanena kr
4
śodaragurutāsam
4
pādanena ca tiraścakārety anvayah
4
/ D
4
ind
4 4
ima on 
ŚDV 2. 70.
47　大地から生まれたもの（kuja）
48　太陽の息子（ravisuta）
49　2. 71 と 2. 78 に見られる satī という語を、Advaitarājyalaks
4
mī や Dvivedī 2012 は、一貫してシヴァグル
の妻の名前と解している。しかし、nāman や nāmadheya、sam
4
jñā などといった語と組み合わせた所有
複合語は見られず、現段階では判断し難いため、形容詞と解する。
50　クマーラ神（kumāra）
51　水を湛えたもの（jaladhara）
52　自らの変化したもの（nija-vikāra）
53　大地を支えるもの（bhūbhr
4
t）
54　天啓聖典の頂点（śrutimastaka）
55　大地を支えるもの（mahīdhara）
56　注 49 を参照。
57　D
4
ind
4 4
ima によれば、不二なるアートマンだけを主要なものとする著作を意味する。svatantram 
advaitātmamātrapradhānam ity arthah
4
/ D
4
ind
4 4
ima on ŚDV 2. 79.
58　ブリハスパティを形容する語としても知られるが、D
4
ind
4 4
ima はマンダナミシュラを始めとする二元論者
たちを指すと解する。vāg iti/ vaks
4
yamān
4
asarasvatyavatārībhūtobhayabhāratīpatimand
4 4
anamiśrapra­
mukhasakaladvaitavādipand
4 4
itān ity arthah
4
/ D
4
ind
4 4
ima on ŚDV 2. 79.
59　水から生じるもの（ambuja）
60　子供を比喩的に表現したものとも考えられるが、D
4
ind
4 4
ima は、寝台に横たわった子供が眺めるためのも
のと解する。man
4
īti/ kumārakartr
4
kanirīks
4
an
4
ānandasiddhyartham
4
 tanmañcādyupari ratnādigucchako 
nibadhyata iti loke prasiddham eveti bhāvah
4
/ D
4
ind
4 4
ima on ŚDV 2. 85.
61　難解。Advaitarājyalaks
4
mī にもあるように、vinīla という語の vi は vigata という意味にも、viśes
4
en
4
a と
いう意味にも解釈することが可能であり、前者の場合には「顔色が良くなる」、後者の場合には「ひど
く青ざめる」というように、まったく逆の意味になる。ここでは、hanta という感嘆詞を根拠に、子供
を見ると心が喜びで満たされ、世間の常識では好ましいものとされる宝石を見るとその逆になったとい
うように解釈した。
62　湖に育つもの（saroruha）
63　ピカ（pika）
64　マラーラカ（marālaka）
65　コーキラ鳥は鳴き声が美しいことで知られ、ハンサ鳥は歩みが優雅であることで知られていることにも
とづく表現。
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66　カシュミーラ国に由来するもの（kāśmīra）
67　涼しさをもたらすもの（himakara）
68　幸福をもたらす者（śambhu）
69　白い光線を持つもの（śubhrām
4
śu）
70　身体を備えた者（dehabhr
4
t）
71　光輝（bharga）
（本研究は JSPS 科研費 19K12953 の助成を受けたものです）
